
「みどりの保育園」第８回開催

10 月 3 日（木）酒田市草津字湯ノ台の鳥海国定公園内にある猛禽類保護センター（鳥海
イヌワシみらい館）の見学と鳥海高原家族旅行村に隣接している広葉樹林の探索を実施し
ました。
参加者は、年長組園児 27 名、保育園先生 4 名、保育園運転手 1 名、やまがた公益の森

づくり支援センター職員 1 名、庄内森林管理署 3 名、朝日庄内森林生態系保全ふれあいセ
ンター 5名、総勢 41名です。
当日は爽やかな秋風が吹く晴れの天気の中、特別ゲストである「やまがた公益の森づく

り支援センター」の白壁洋子氏をお招きして、猛禽類保護センターの見学、広葉樹林内で
の種探しやネイチャーゲームなどして、自然と親しむ楽しい１日を過ごしました。
なお、そのときの様子については、下記の写真もご覧下さい。

◇ 出発式 ◇ 猛禽類保護センター到着

（頼もしい助っ人、白壁氏登場） （環境省の施設であることを説明）

◇ イヌワシの餌は ◇ イメージマスコット

（イヌワシはウサギが大好物です） （ワッシーくん登場）

◇ 人気者 ◇ 記念撮影

（ワッシーくんがもみくちゃ状態） （ワッシーくんと記念撮影大満足）

鳥海山広葉樹林の探索



◇ 人気者の宿命 ◇ さよならは辛い

（ワッシーくんとの遊びが楽しい） （さよならしたくない、名残惜しい）

◇ 準備は万全に ◇ 五感を使って

（ビニールの袋を持って山に向かいます） （オオバクロモジの葉は爽やかな臭い）

◇ 山の恵み ◇ 何これ

（何があるのかな） （アケビだ、僕も私も欲しいです）

◇ 種の不思議 ◇ 森からの贈り物

（モミジの種を飛ばすとヘリコプターとなる）（だれが置いたか山の恵み、食べたい）



◇ 山ブドウの味 ◇ これ何だ

（一言、すっぱーい） （森のくまさんも喜ぶ山クリ、豊作だ）

◇ いたずらしました ◇ お弁当の魔法

（バカを腕に付けられてしまいました） （お弁当のふたを開けると皆魔法にかかる）

◇ ネイチャーゲームのスタート ◇ クイズの答え

（さあ、始まるぞ、楽しいゲーム） （解った、解った、鼻に指を添えて表す）

◇ 勝負の厳しさ ◇ 雄大な秋の鳥海山

（この葉っぱで勝負あった） （また来ようね鳥海山へ）

朝日庄内森林生態系保全センター


